
は　じ　め　に

下水道は、快適で安全・安心な暮らしを実現し、市民生活や都市の社会経済活動を支え

るとともに、健全な水循環・水環境を形成するという、極めて重要な役割を担っています。

本市では、昭和 33 年に事業認可を受けて以来、市民の生活衛生の向上、雨水の排除、

公共用水域の水質保全を目的に、計画的に下水道の整備を進めてきました。

このような中、下水道整備の将来像を示す計画として、平成 6年 3月に「松山市下水道

整備基本構想」を策定し、以後 2度の改定を経て、現在は、平成 20年 2月に策定した「第

3次松山市下水道整備基本構想」に基づき、事業を進めています。

本市の整備状況は、平成 27年度末の下水道処理人口普及率が 61.3％で全国平均よりも

低いため、残された未整備地区を早期に整備する必要がある一方、整備済み地区の下水道

施設の老朽化対策にも取り組む必要があります。

また、近年では局地的な大雨（ゲリラ豪雨）が多発しており、雨に強いまちづくりを更

に進めていかなければならないほか、近い将来、発生が想定される南海トラフ地震への備

えとして、施設の耐震化や被災時の体制強化を図る必要が生じています。

このように、本市の下水道事業を取り巻く環境は、社会情勢の変化に伴い、大きく変化

していますので、これまでの下水道が有する機能やサービスを持続的に提供するため、今

回、現行の基本構想を見直し、『第 4次松山市下水道整備基本構想』を策定しました。

今後は、本構想に基づき下水道事業を進めていきますので、皆さまのご理解とご協力を

お願い申し上げます。
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かめまるくん

松山市下水道
イメージキャラクター

　かめまるくんは公募によって選ばれた、亀をイメージ
したキャラクターです。
　名前の由来は、本市のシンボル松山城が「金亀城」
と呼ばれ、亀に親しみが持たれており、堀之内や
公園の池など、日常的な風景としてその姿を見る
ことができるため命名されました。


